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要旨 
【目的】歯科インプラントの良好な長期予後のためにはインプラントを支持す
る顎骨の保全が重要である. また, 生体の骨代謝反応である骨リモデリングと
力学的挙動との関連は，バイオメカニクス, メカノバイオロジー研究分野にお
ける長年のトピックである．そこで本研究では，インプラント義歯を装着した
患者を被験者とし，生体力学的個体差を反映した有限要素モデル上で食品咀嚼
時の口腔内実測荷重を, 従来と同様に静的荷重条件として入力した場合と新た
に動的荷重条件として入力した場合とを比較検討することにより,インプラン
ト周囲の動的力学挙動を解明することを目的とした．  
【方法】被験者は東北大学病院にてインプラント義歯を装着した 62歳女性であ
る. 上顎に総義歯, 下顎に 4本支台のインプラントオーバーデンチャーを装着
している. 被験者のインプラント埋入前の CTデータから骨形状・骨質を再現し
た有限要素モデルを作成した. 同モデルに対して, ピーナッツ咀嚼時およびガ
ム咀嚼時の口腔内実測荷重データを用いた静的解析および動的解析を行った.
この際に,荷重加速度の影響を考慮するために,3種類の入力荷重間隔
（50Hz,200Hz,1000Hz）を設定した. 各荷重条件下における顎骨内の相当応力の
分布状況を比較検討した. 
【結果】ピーナッツ咀嚼時の荷重分割間隔が最も小さい 1000Hz においてのみ，
最大荷重時点を過ぎた荷重時刻において最大応力分布･応力値が認められた． 
また，各加重時刻における最大応力値が振動しており，必ずしも入力荷重値を
反映しない傾向が認められた.また, 静的解析に比較して動的解析においては,
応力分布・応力強度ともに高い傾向が認められた.特に,インプラント周囲の骨
が脆弱な部位においては高い応力集中が認められた.  
【結論】動的解析では時間依存的な応力・歪みの影響などによって,静的解析と
比較して高い応力が発生しうることが明らかになった.本研究においては,ピー
ナッツ咀嚼時の動的解析において 4本のインプラントの相当応力合計値の最大
値において静的解析と比較して約 6.5％の応力増加が認められた．生体における
インプラント機能時の力学挙動を解明するためには動的解析は有効な生体力学
的手法である.  
 
